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10． 銭 谷 眞 美： 特 別 支 援 教 育 の 推 進 に つ い て（ 通
知），文部科学省初等中等教育局，2007年４月１
日.（http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/
nc/07050101.htm））
11．文部科学省：特別支援教育資料（平成19年度）特別
支援教育について　第２部 ５ 特別支援学級数及び特
別支援学級在籍児童生徒数−障害種別，都道府県別
−，2007.（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
　日々の授業に関しては、まず、分教室在籍患児の体調
確認の為、９時に分教室から病棟へ電話連絡を行ってい
る。その日の担当の看護師は、患児のもとに訪室し、朝
の健康状態を確認するようにしている。そして、業務リー
ダーの看護師は、分教室教員と連絡を取り合う。そして、
９時半からの授業の場所を分教室にするのか、ベッドサ
イドで行うか等を判断している。また、分教室教員と病
棟看護師の間で、連絡ノート（病棟連絡簿）を用いて、
必要事項の確認を行っている。具体的には、授業を受け
られる状態か否か、体調や治療・処置などのタイムスケ
ジュール等について伝達している。
　次に退院に向けた取り組みについてであるが、分教室
では、長期入院の患児が、退院後、スムーズに原籍校の
クラスに溶け込めるように様々な取り組みを行ってい
る16）。実際に退院に向けて、医療スタッフ、原籍校教員
と共にカンファレンスを行ったり、患児自身が復学時に
原籍校の教員やクラスメイトへ何をどのように伝えれば
よいかについて、一人一人の患児の状況に合わせて、具
体的な指導・助言を行っている。一例として、自立活動
の時間に、自分の病気を調べて、自由研究にまとめ、ク
ラスへの復学時に、患児が自分で説明できるような支援
を行っている。分教室教員は、患児の退院後を見据え、
スムーズな復学を目指した取り組みを行っており、教育
を通じた社会的支援という重要な役割を持っていると考
えられる。このように、医療スタッフ、病弱教育担当の
特別支援学校教諭がともに連携し、それぞれの専門性を
発揮しながら、患児とその家族を支えるための取り組み
を行っている。
おわりに
　現在、小児看護の場は、病院を始め、学校教育の場や、
小児の在宅看護の場など、広く地域社会へ開かれている。
実際に、学生が小児看護関連の職を考えるとき、小児病
棟の看護師になる、小児の在宅看護を目指す、あるいは
特別支援学校などの学校現場において、看護師または養
護教諭として勤務するなどのいろいろな選択肢がある。
学生が、小児看護学実習の中で、分教室との連携につい
て深めることで、チーム医療の実際を学ぶと同時に、将
来の進路を考える上でも役立つことを期待している。ま
た、分教室教員や小児医療センター職員の様々な連携と
表９．分教室と小児医療センターの連携
−48− −49−
大阪市立大学看護学雑誌　第12巻（2016. 3）
阪病弱教育研究会　第51号 p.55，2014（平成26）年度．
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12．大阪市教育委員会指導部：平成27年度大阪市の特別
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_402836，平成26年度文部科学省　支援機器等教材
を活用した指導方法充実事業　ワクワクICT　−タ
ブレットパソコンを活用した実践例−，大阪市立特
別支援学校ICT担当者チーム，大阪市教育委員会，
2015（平成27）年３月.（http://swa.city-osaka.ed.jp/
weblog/data/s684574/8/m/402836.pdf）
14．橘岡正樹：ICTを活用した，病弱教育における『つな
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